









































































































































人ずつ呼び「うんとこしよ ！ どっこいしょ ！ 」とかけ声をかける）は、 日常の保育の中で保
育者と子どもが楽しんできた絵本の読み合い方である。これは、絵本から発展した遊びの一つ
で、保育者、子ども、 さらには親が、互いに共通の体験と言葉を持ち、絵本をもっと読みたい
という子どもの気持ちが促進されていく様子がわかる。絵本の読み聞かせに加えて、絵本から
広がる楽しい遊びを積極的に取り入れることによって、子どもたちの絵本に対する興味関心が
一段と喚起されていく様子がうかがえる。
2．絵本から発展させる遊びの提案
東郷保育所の実践からは、絵本の読み聞かせに加えて絵本から発展させた遊びを積極的に取
り入れることによって、子どもたちの絵本に対する興味関心が一段と喚起されていくことが明
らかになった。本章では、保育所等で日常的に取り入れられている造形遊びをヒントに、筆者
が絵本から発展させる遊びとして創作した活動を提案する。各地の図書館で開催される読み聞
かせ会で手軽に実践できる活動であると思われる。
2.1 実践例
2.l.1 野菜スタンプのワンピース作り一「わたしのワンピース」 （絵と文／にしまきか
よこ）から－
l)あらすじ
ワンピースを作ったうさぎが、それを着てお花畑を散歩すると、ワンピースが花模様になっ
た。雨の中を散歩すると水玉模様になった。草原、空、様々な場所を散歩すると…、 ワンピー
スの模様が次々に変わっていく。
2）活動の対象年齢：親子での場合は2～3歳以上、子どものみの場合は3歳～4歳以上。
3）準備するもの：幼児の上半身のサイズでワンピース型あるいはTシャツ型に切り取った画
用紙、スタンピング用水彩絵の具4， 5色、皿、カット綿、野菜（オクラ、 ピーマン、れんこ
ん、なすなど）
4）遊び方
①子どもと大人が、 「私だったら何色で、どんな模様のTシャツを着たいかな」と、用意し
た絵の具を前にゆっくりとイメージを語り合う。
②幼児の上半身のサイズに切り取ったワンピース型あるいはTシャツ型の画用紙に、野菜の
切り口の形を利用したスタンピングで模様を作っていく。
③イメージにより近くなるように、 クレヨンで書き足す。 2枚作って洋服の前後に安全ピン
で留め、ファッションショーをする。
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ME
I
写真l 野菜のスタンピングの材料と切Iツロを利用して模様が施されたワンピース
2 1．2 ゆかいな住人作り一『100かいだてのいえ』（絵と文／岩井俊雄）から－
1)あらすじ
「あそびにきてください」という手紙をもらったトチ少年が地図を見ながら歩いていくと、
突然100階建ての家が現れる。トチ少年は、霞んで見えないほど高い100階まで登り始めると、
そこにはネズミやカエルやクモの王子様などのゆかいな住人がいた。
2）活動の対象年齢：親子での場合は3歳以上、子どものみの場合は小学生以上
3）準備するもの：紙コップ、雨傘用ポリ袋、曲がるストロー、セロテープ、油性マジックな
ど
4）遊び方
①「100かいだての家にだれが住んでいたら楽しいかな？」「何があったらうれしいかな？」
と子どもと大人で話をする。
②雨傘用ポリ袋の下部を上にし、油性マジックで住人やあったら嬉しいものを話し合いなが
ら順次下に向かって書き加えていく。
③②の口に曲がるストローをさしこみ、空気が漏れないようにセロテープで巻く。
④③を紙コップの中にいれ、コップの底に一か所穴を開けてストローの吹き口を出す。
⑤息を吹き込むと、絵を書いた雨傘用ポリ袋がにょろにょろと膨れ上がっていく。
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琴
写真2紙コップにストローを接論した雨傘用ポリ袋を差し込む
2 1 3ばつちんガエル作り－『ぴょ－ん」（絵と文／まつおかたつひで）から一
(1)あらすじ
ぴょ－んと跳ねるかえる、犬、ばつた、にわとりとひよこの親子。さまざまな生き物がぴょ
－ん、ぴよよよ－んと飛び跳ねる。
(2)対象年齢：親子での場合3歳以上、子どものみの場合年長児以上
(3)準備するもの
牛乳パック、油性マジック、セロテープ、輪ゴムなど
(4)遊び方
②正方形に切り取った牛乳パック2枚の中にI当I由に絵を書いたり、色付けしたりする。
③2枚の正方形にそれぞれ切り込みを入れツメの部分を作り、セロテープで張り合わせる。
④手を放すと、ぱちんと飛び跳ねるように輪ゴムを1回ひねりツメにかける。
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写真3跳ね上がるように輪ゴムは1回ひねりツメにかける
2．2実践例への反応
2． 1で提案した絵本から発展させる遊びを、14人の図書館員と共に実施する機会を得た。
実施後に図書館員の反応を得るためにアンケート調査を行い、以下の結果を得た。
問l 「子どもたちは、今日紹介した活動を喜んでくれると思いますか｡」
．とても喜んでくれると思う （93％）
問2「特にどの活動が印象に残りましたか｡」
・すべて （64％）
・わたしのワンピース作り (14%)
問3「今日紹介した活動を実際にやってみようと思いますか｡」
・思う (100%)
問4「このような研修を受ける機会はありますか｡」
・時々ある （29％）
．ある （28％）
・ない （43％）
問5「このような研修の機会がもっと増えればよいと思いますか｡」
・はい （86％）
・どちらともいえない (14%)
問6「今行っている読み聞かせ会の活動にやりがいを感じていますか｡」
感じている （79％）
。特に感じない （21％）
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以上から、絵本から発展させる遊びを体験したl4名の図書館員の多くは、これらを有効な活
動と評価し、実際に読み聞かせ会に取り入れる意欲が商いことがわかる。
おわりに
東郷保育所での保育実践から明らかにされたように、絵本から発展させる遊びを積極的に取
り入れることによって、絵本に対する興味が喚起されて絵本と子どもたちの持続的な関係が可
能になった。これまでの読み聞かせ会では、大人から子どもへの読み聞かせという一方向的な
活動が中心になりがちであった。今後、 より充実した豊かな内容をめざす時、絵本から発展さ
せる遊びを取り入れて図書館員と子どもたちの共同作業の機会を設定することは、一つの有効
な方法であると考える。今回は、図書館員との実践に留まり、子どもを対象にした活動を行っ
て彼らの反応を得ることはできなかった。次回への課題とする。
注
l)NPOブックスタート「ブックスタート ・ハンドブック節6版」2012p.14
2）研究報告沓:「1， 2歳児の現状と保育・子育て支援のあり方一共に育つ保育一」によると、研究対象
者は0～1歳児15名、研究方法は、(1)保護者に対するアンケート調査で、①茂原市で行うブックスター
ト事業を知っているか否か、②わらべうたや絵本に対してどう思っているかを問う （平成16年4月)。
(2)アンケート調査の結果を参考に年間指導計画を作成し､保育実践を記録しながら家庭との連携を深め、
子ども、保護者、保育士の心理的変化を考察する。 (3)保護哲を対象にアンケート調査を行い、わらべう
たや絵本を介することで子育てが楽しいと思えるようになったかを問う （平成17年1月)。なお、筆者
は研究報告将の閲覧とともに、施設長へのインタビューも行った。
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